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平成２３年度 実施メニュー実施結果表

No．４０ 東北森林管理局

取 組 名 地域住民への治山情報の提供（継続）

流 域 名 北上川上流流域

森林管理署名 盛岡森林管理署

実施箇び実施 盛岡森林管理署北上山国有林１０５１林班外
日 平成 23 年 10 月 25 日（火）

取組の背景及 管内で発生した土砂災害のための復旧工事や治山施設が下流域住
び必要性 民の目に触れる機会が少ないことから、地域住民への説明会や見学

会を通じて、治山事業の意義、役割等についての理解の醸成と、合
わせて国有林の安全・安心への取組をＰＲする。

【これまでの取組内容】
下流域住民に対して、災害復旧工事箇所や民有林治山堰堤箇所の

見学会を開催。
取 組 の 内 容

【平成２３年度取組内容】
岩手町横沢地区の住民等を対象に、北上川上流流域森林・林業活性
化センターとの共催により、民有林及び国有林の治山工事現場を見
学。

国有林担当 盛岡森林管理署
部局・役割 （企画運営）

連携協働相 北上川上流流域森林・林業活性化センター、岩手県、岩手町
手先・役割 （住民の募集、会場提供）

取組の結果、 地域住民及び森林・林業活性化センターの会員を合わせて３０名余
反響、今後の りの参加者があった。住民からはなかなか見ることが出来ない治山事
課題等 業現場を見ることが出来、完成後も見学会を開催してほしい旨、意見

が出された。引き続き、治山の役割、国有林の役割等をＰＲしていき
たい。

ＰＲの実施状 ＰＲ：見学会開催案内を岩手林業新報に掲載したとともに、岩手町
況及びその期 横沢地区にて周知。
待する効果 効果：治山について一定の理解を得られ、地域の防災の参考となる。
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【 参 考 資 料 】

取 組 名 地域住民への治山情報の提供（継続）

○民・国連携した流域での治山工事について、県及び森林管理署から説明。

○治山工事現場にて、治山ダムの工法、役割等について説明。
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平成２３年度 実施メニュー実施結果表

No．４１ 東北森林管理局

取 組 名 森林教室等のフィールドの提供、整備等（継続）

流 域 名 北上川上流流域

森林管理署名 盛岡森林管理署

実施箇所及び 岩手県滝沢村平蔵沢国有林９４林班外
実施日 9 月 8 日～ 10 月 16 日

取組の背景及 森林教室、林業体験等のフイールドの提供を行い、森林の多面的な
び必要性 機能の理解と国有林について PR を行う。

【これまでの取組内容】
小学校、NPO 等と連携し森林教室、作業体験を実施

取 組 の 内 容 【平成23年度の取組内容】
①森林教室

・滝沢村立一本木小学校 １、２年生 ９月１６日（金）６０名

・ 〃 ５年生 １０月 ４日（火）３５名

②法人の森への作業指導、支援
・「ドコモ岩手網張の森」枝打ち作業 １０月１５日（土）７２名

国有林担当 盛岡森林管理署
部局・役割 （要望の受入、フィールドの提供、安全・作業指導等）

連携協働相 一本木小学校、一本木山岳協会、NTT ドコモ岩手支店、網張ビジ
手先・役割 ターセンター

（参加者の募集、指導、情報の提供等）

取組の結果、 間伐、枝払い等の作業体験を通じ森林の働きについて理解がされ
反響、今後の ている。引き続き森林教室等へのフイールドの提供、指導の要望が
課題等 寄せられている。

ＰＲの実施状 学級通信、各団体の HP で掲載されており、森林を利用した活動へ
況及びその期 の理解と参加者の広がりが期待できる。
待する効果
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【 参 考 資 料 】

取 組 名 自然観察・体験林業等のフィールドの整備等（継続）

一本木小学校からの便り

治山現場見学 間伐体験
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平成２３年度 実施メニュー実施結果表

No．４２ 東北森林管理局

取 組 名 松くい虫等の病虫害の被害拡大防止（新規）

流 域 名 北上川上流流域

森林管理署名 盛岡森林管理署

実施箇所及び 盛岡地区松くい虫被害対策連絡会議(第 1 回)平成23年 6月29日
実施日 (第 2 回)平成23年10月 5日

(第 3 回)平成24年3月予定

取組の背景及 岩手県内における松くい虫被害の最先端地域であることか
び必要性 ら、早期発見と被害拡大防止に努める。

【平成23年度の取組内容】
国、県、市町村、森林総研、森林組合等が連携して、松くい

虫被害の早期発見と連絡体制の強化を図った。
取 組 の 内 容

国有林担当 盛岡森林管理署
部局・役割 （巡視、情報の収集と提供）

連携協働相 盛岡広域振興局、管内市町村、管内森林組合等
手先・役割 （被害情報の共有化）

取組の結果、 連絡会議により各組織の情報の共有が図られたとともに、監
反響、今後の 視体制や被害発見時の連絡体制が強化された。
課題等

ＰＲの実施状 関係団体等への周知
況及びその期 松くい虫被害の早期発見及び被害木処理の迅速化
待する効果
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平成２３年度 実施メニュー実施結果表

No．４３ 東北森林管理局

取 組 名 民有林・国有林の森林共同施業団地の推進（新規）

流 域 名 北上川上流流域

森林管理署名 盛岡森林管理署

実施箇所及び 県振興局、市町村、水源林整備事務所、森林組合等との打ち合
実施日 わせ、意見交換会等

８月～随時

取組の背景及 流域内の施業の集約化が進んでいない状況にあることから、
び必要性 民有林・国有林が連携し効率的な森林施業が必要。

【平成23年度の取組内容】
市町村、水源林整備事務所、森林組合等に対して、国有林の

森林資源の情報を提供し、意見交換等を行うことにより、今後
取 組 の 内 容 の森林整備の考え方の共有と、森林共同施業団地の設定に向け

た理解の醸成を図った。

国有林担当 盛岡森林管理署
部局・役割 （情報の提供）

連携協働相 県、市町村、森林組合
手先・役割 （情報の提供、連携）

取組の結果、 森林共同施業団地の設定に向けた一定の理解が得られた。一方
反響、今後の で集約化があまり進んでいないことから、森林経営計画策定と
課題等 合わせた、森林共同施業団地の設定を検討していく必要がある。

ＰＲの実施状 市町村及び森林組合に周知をしており、今後、条件が整えば設
況及びその期 定に向けた話が進むと考えられる。
待する効果


